









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































授璽番 慶田倖 稗 l／3 主従たらの感性
によって、擬人峻
銅喰也Iことれる
ものも挙げられる
可硬性も弓える．
その圃介．否定
はせずにその生徒
の感性を尊風ずる
術尊鈍ｻう．
l轡『山は七色！
2岳I如土みどりよ』
（園敬麟）身近な歌の國凝的な友現伎睦に注目して学ぶ。
2岳
Iのびゆく風よ』
I胸おどる』
（擬人控）
武岡音頭について知ろう．
鞍どI武岡青則って釦ってい
る？j
武岡府劇の〃砿の砿峨
騨入 身近にあるI武
鯛脊碩jの廊在の
認戯をしてもら
う．
2分
身逓な欧にも『個職jの讃
喫が生きていることを実感さ
せる．
『武同音頭jの存在を通し
て．自分の地域の魅力を理解
させる．
令体 〃息埴』をきっか
けとした、鮒敏向
に兜鯛させ、広い
愈嘘での「横断的
な紋W』と何う．
縛末 4分
まずは生徒Iこ脅顛を闘いて
もらい､敏寓Iこ触れてもらう．
(武閏轟函を掩我）
全体 5分
欺澗が香かれた
ワークシーートを生
徒一人一人に価郷
する．
歌詞を魁鋒して、どこの鰯
分にどん姓『圃唖的な炎咀桧娩
が巴れているかを見つけさせ
る．
盤囲 田鶴の麦哩牲注
の復習を行う．そ
れぞれの特徴、使
い方を掛り返る．
（『直峨捜』、 『固輸
法』、 「擬人池』）
個人 12分
見つけた佼抜
は、何という方法
であるのかもお互
いに砿絶を行う．
n分が見つけた戎寝技陸を
発災しあう．
ペア 12分
全体で砿隠を行う．
（いくつあったか．どんな
全体 15分
図8学生がデザインした「武岡音頭について知ろう」の授業
この活動を通じて学生はどのようなことを学んだのだろうか。 「武岡音頭について知ろう」の授業をデ
ザインした学生は以下のように感想を述べた。
鹿児島の地域の素材を教材化する時は， 「身の回りにあるけど気づかないもの」を教材として扱う
ことを工夫した。そうすることで， 「気づく力｣， 「気づく眼」を育てるというねらいがあった。今回
の場合は， 「武岡音頭」を使って国語の表現技法の定着を促すような授業を作った。国語の表現技法
は，習ったとしても使用することはあまり無いと思う。 （中略）その学習した内容は， 身の回りでも
｢生きている｡」ということを実感してもらうことに重点を置いた。この実感を湧かせるためには，生
徒から丁度良い距離で生きているモノを探す必要があった。遠すぎても「生きている」ことの実感は
湧かない。近すぎてもあからさまである。その距離感を持った「教材探し」に苦労した。
この学生は， 「武岡音頭」という地域の素材を用いて，国語の表現技法の定着（彼の言葉を用いれば「学
習した内容」が身の回りで「生きている」ことを実感） させようとして授業をデザインした。国語の教科
学習で学ばれた隠嶮法や擬人法といった知識（情報）が， 「武岡音頭」という地域の楽曲（文化）を経験
46和田コミュニティ協議会「地域振興計画｣, 2017年。
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することによって，生きた知識として学ばれるのである。この授業は，地域の課題解決を直接的に志向す
る地域学習とは言えないが，地域が学びの成立に寄与することを示している47。重要なのは，地域を素材
とした授業のデザインを大学の授業で経験することによって， 「生きている」知識とはどのようなもので
あるのかに気づくことができたと同時に，経験から切断された知識（情報）にも気づくことができた点で
ある。教科学習の学習ばかりしていてはこのようなデザインはできなかっただろう。
このデザインに対し， 中学校の先生からたくさんの朱書きの入った指導案とともに次のようなコメント
が返ってきた48。
よく考えられていると思います。 「武岡音頭」の存在は知りませんでした。 もしかしたら小学校で
は扱っているかもしれません。内容・素材として，音楽科との協力，学校行事との関連，地域の協力
など‘発展できるものだと思います。できればそういった視点で大きく 「全○○時間」ととらえ，そ
の中で国語科で何時間扱うかといった計画を立ててみてはどうでしょうか。
他教科や学校行事， また地域の協力などについてのアドバイスをいただき，現場の視点からも，学生の
デザインした授業が教科横断的な発展可能性を持ち，地域との協働の可能性を含んだものであることが指
摘され，学生のさらなる学びにつながった。このように，現場の先生方からの具体的な授業デザインに対
する指摘と，多くの先生方がその後に添えてくださった励ましの言葉は，教師を目指す学生たちの意欲を
高めることにつながった。
おわりに
学習指導要領の改訂により，高校の「総合的な学習の時間」は， 2022（令和4）年度から「総合的な探
究の時間」に変更される49．文部科学省による解説によれば， 「課題と更なる期待」として以下の4点が挙
げられている印。
･総合的な学習の時間を通してどのような資質・能力を育成するのかということや，総合的な学習の
時間と各教科・科目等との関連を明らかにするということについては学校により差がある。これま
で以上に総合的な学習の時間と各教科・科目等の相互の関わりを意識しながら，学校全体で育てた
い資質・能力に対応したカリキュラム・マネジメントが行われるようにすることが求められている。
･探究のプロセスの中でも「整理・分析｣， 「まとめ・表現」に対する取組が十分ではないという課題
がある。探究のプロセスを通じた一人一人の資質・能力の向上をより一層意識することが求められ
る。
･地域の活性化につながるような事例が生まれている一方で，本来の趣旨を実現できていない学校も
あり，小・中学校の取組の成果の上に高等学校にふさわしい実践が十分展開されているとは言えな
い状況にある。
･各学校段階における総合的な学習の時間の実施状況や，義務教育9年間の修了時及び高等学校修了
時までに育成を目指す資質・能力，高大接続改革の動向等を考慮すると，高等学校においては，小．
47一方で． 「錫山の活性化」や「星ケ峯の危険な場所を英語で説明しよう」は地域の具体的な課題を扱っており．教科学習であり
ながら地域の課題解決を志向する地域学習に発展する可能性を有している。
48 コメントに関しては。実践記録をまとめる際に紹介させていただく可能性があることについて，了解をいただいている。
49移行措侭により2019(令和元）年度から先行実施されている。
50文部科学省「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説総合的な探究の時間編｣｡ 2018年, 6ページ。
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中学校における総合的な学習の時間の取組の成果を生かしつつ， より探究的な活動を重視する視点
から，位置付けを明確化し直すことが必要と考えられる。
第一の点については， 「はじめに」で述べたように， 「総合的な学習の時間と各教科・科目等の相互の関
わり」は，地域学習を取り入れていく中で否が応でも問われてくる問題である。その背景には第二の点に
も述べられているように， 「総合的な学習の時間」の内容が安易な体験主義活動主義に陥っており，体
験から何を学んだのかを言語化し，経験として押さえさせることが不足している現状認識がある。それは
第一の点に指摘があるように「どのような資質・能力を育成するのか」という点があいまいなままである
からである。
また，第三の点からは，地域の活性化につながる事例を好事例としていることから，地域学習が高校の
｢総合的な探究の時間」にふさわしい実践として考えられているとみることもできよう。このことは，学
習指導要領解説に示されている「課題と生徒の関係（イメージ)」おける「総合的な学習の時間」 （小中学
校）と「総合的な探究の時間」(高校)の違いにも表れている51．前者は｢課題を設定し，解決してくことで，
自己の生き方を変えていく」のに対して，後者は「自己の在り方生き方と一体的で不可分な課題を発見し，
解決していく」となっている。前者の課題に比べ，後者における課題はより生徒自身の「在り方生き方」
に即して設定される必要がある。卒業した生徒が出ていく場所は地域であり，地域学習がこの課題を提供
するのはもっともなことである。
さらに，第四の点のように，大学進学（｢高大接続｣）を考えた場合も，高校修了時の「資質・能力」に
即した「総合的な学習の時間」を考える際と同様，義務教育時の「総合的な学習の時間」とは異なった学
びをデザインする必要がある。
本研究(1～4)をまとめる。 「カリキュラム・マネジメント」における3つ目の柱「地域等外部資源の活
用」に対する学校現場の意識は，上記の新学習指導要領における「総合的な探究の時間」を考えるにつけ，
これから高めていかなければならない課題であるが(1)‘生徒の課題研究にはすでに地域（鹿児島）から
豊かなテーマを自身のキャリアを展望しつつ引き出し，学んでいる事例が多く見られた(2)。
SSHでは生物，地学での地域素材活用事例が多いが(2-A),普通科における取り組みも進んでいる(2-
B)｡SSH以外での事例では， より地域（鹿児島）の問題に焦点化した研究が見られたが， その多様な研
究を支えるには内外の支援体制の構築が必要である(2-C)。いずれの事例も，発表会の充実が目指され，
研究活動の言語化の機会が設けられていた。
屋久島高校では普通科に環境コースを設置し，屋久島にテーマを求めた豊かな地域学習が大学や地域の
知識人の力も借りて展開されていた(3)。この取り組みを学校全体あるいは「高大接続」の観点をふまえ
て実施していくためには「カリキュラム・マネジメント」の視点をより一層持って設計していく必要があ
る。
上に引用した4つの点の第一，第三の点にあるように，学校による取り組みの差が大きな問題となって
いる。同じ学習指導要領をふまえていながらこれだけの実態的な差が出るということは， たとえ新しい学
習指導要領で目標を明確化したとしてもこの問題が一挙に解消されるとは考えにくい。それぞれの学校へ
の支援やそれぞれの教師の意識改革や専門性開発が必要であるが，大学における養成の段階から，現場の
協力を得て探究学習を指導する力を育てていくことが必要であり (4-A),地域を素材とした教科学習を
デザインする力や，地域学習を中心とした課題研究を組織する力を育てていくことも重要である(4-B)。
51文部科学省．前掲謀, 9ページ。
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